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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月13日(2008.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の粘着付与樹脂及び少なくとも１種のアクリルポリマーを含んでなり、
前記粘着付与樹脂が少なくとも１種の芳香族モノマー及び少なくとも１種のアクリレート
モノマーからのモノマー反復単位を含み、前記粘着付与樹脂が低残留モノマー濃度を有し
、そして前記粘着付与樹脂の残留モノマー濃度が粘着付与樹脂の重量当り６００重量ｐｐ
ｍ未満である接着剤組成物。
【請求項２】
　前記芳香族モノマーがオレフィン置換芳香族化合物の群から選ばれた少なくとも１種で
ある請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　前記芳香族モノマーがスチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン、インデン、メ
チルインデン、ジビニルベンゼン、ジシクロペンタジエン及びメチル－ジシクロペンタジ
エンからなる群から選ばれる請求項２に記載の接着剤組成物。
【請求項４】
　前記アクリレートモノマーが一般式：
　　　　　　　　　　　　　Ｒ1－ＣＨ＝ＣＲ2－ＣＯＯＲ3

［式中、Ｒ1は水素、脂肪族基及び芳香族基からなる群から選ばれ；Ｒ2は水素、脂肪族基
及び芳香族基からなる群から選ばれ；そしてＲ3は水素、脂肪族基及び芳香族基からなる
群から選ばれる］
を有する請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項５】



(2) JP 2007-523978 A5 2008.4.3

　前記脂肪族基が１～２０個の炭素原子を有する請求項４に記載の接着剤組成物。
【請求項６】
　前記脂肪族基が１～１２個の炭素原子を有する請求項５に記載の接着剤組成物。
【請求項７】
　前記芳香族基が６～２０個の炭素原子を有する請求項４に記載の接着剤組成物。
【請求項８】
　前記アクリレートモノマーのＲ1及びＲ2が共に水素である請求項４に記載の接着剤組成
物。
【請求項９】
　前記アクリレートモノマーがアクリル酸メチル、アクリル酸、メタクリル酸、メタクリ
ル酸メチル、アクリル酸エチル、メタクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸
ブチル、アクリル酸イソブチル、メタクリル酸イソブチル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メ
タクリル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸エチルヘキシル、メタクリル酸エチルヘキシル、ア
クリル酸ｎ－ヘプチル、メタクリル酸ｎ－ヘプチル、２－メチルヘプチル（メタ）アクリ
レート、アクリル酸オクチル、メタクリル酸オクチル、イソオクチル（メタ）アクリレー
ト、ｎ－ノニル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ
）アクリレート、アクリル酸イソデシル、メタクリル酸イソデシル、ドデシル（メタ）ア
クリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、メタクリル酸ラウリル、アクリル酸ラ
ウリル、アクリル酸トリデシル、メタクリル酸トリデシル、アクリル酸ステアリル、メタ
クリル酸ステアリル、メタクリル酸グリシジル、クロトン酸アルキル、酢酸ビニル、マレ
イン酸ジ－ｎ－ブチル、ジ－オクチルマレエート、メタクリル酸アセトアセトキシエチル
、アクリル酸アセトアセトキシエチル、メタクリル酸アセトアセトキシプロピル、アクリ
ル酸アセトアセトキシプロピル、ジアセトンアクリルアミド、アクリルアミド、メタクリ
ルアミド、メタクリル酸ヒドロキシエチル、アクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリル酸
アリル、メタクリル酸テトラヒドロフルフリル、アクリル酸テトラヒドロフルフリル、メ
タクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メタ
クリル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸２－エトキシエチル、メタクリル酸２－エトキシエチ
ル、メタクリル酸イソデシル、アクリル酸イソデシル、２－メトキシアクリレート、２－
メトキシメタクリレート、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアクリレート、アクリル
酸２－フェノキシエチル、メタクリル酸２－フェノキシエチル、アクリル酸イソボルニル
、メタクリル酸イソボルニル、カプロラクトンアクリレート、カプロラクトンメタクリレ
ート、ポリプロピレングリコールモノアクリレート、ポリプロピレングリコールモノメタ
クリレート、ポリエチレングリコール（４００）アクリレート、ポリプロピレングリコー
ル（４００）メタクリレート、アクリル酸ベンジル、メタクリル酸ベンジル及びそれらの
混合物からなる群から選ばれる請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１０】
　前記アクリレートモノマーが２０個以下の炭素原子を有する請求項１に記載の接着剤組
成物。
【請求項１１】
　前記アクリレートモノマーがアクリル酸、アクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル
酸メチル、アクリル酸メチル、アクリル酸、メタクリル酸、メタクリル酸メチル、アクリ
ル酸エチル、メタクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸ブチル、アクリル酸
イソブチル、メタクリル酸イソブチル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メタクリル酸ｎ－ヘキ
シル、アクリル酸エチルヘキシル、メタクリル酸エチルヘキシル、アクリル酸ｎ－ヘプチ
ル、メタクリル酸ｎ－ヘプチル、２－メチルヘプチル（メタ）アクリレート、アクリル酸
オクチル、メタクリル酸オクチル、イソオクチル（メタ）アクリレート、ｎ－ノニル（メ
タ）アクリレート、イソ－ノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、
アクリル酸イソデシル、メタクリル酸イソデシル、ドデシル（メタ）アクリレート、イソ
ボルニル（メタ）アクリレート、メタクリル酸ヒドロキシエチル、アクリル酸ヒドロキシ
エチル、メタクリル酸アリル、メタクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸シクロヘキシル
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、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メタクリル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸イソボルニル、メタ
クリル酸イソボルニル、及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項１０に記載の
接着剤組成物。
【請求項１２】
　前記アクリレートモノマーがアクリル酸及びアクリル酸２－エチルヘキシルである請求
項１１に記載の接着剤組成物。
【請求項１３】
　前記アクリレートモノマーがヒドロキシ、脂環式、酸、エポキシド、アミド、アクリロ
ニトリル及びアクリレート基からなる群から選ばれた少なくとも１個の官能基を含む請求
項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１４】
　前記粘着付与樹脂が少なくとも１種の開始剤を用いてラジカル触媒重合プロセスによっ
て生成される請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１５】
　前記開始剤がジアシルペルオキシド、ジアルキルペルオキシジカーボネート、ｔｅｒｔ
－アルキルペルオキシエステル、ジ－ｔｅｒｔ－アルキルペルオキシド、ｔｅｒｔ－アル
キルヒドロペルオキシド、ケトンペルオキシド及びそれらの混合物からなる群から選ばれ
る請求項１４に記載の接着剤組成物。
【請求項１６】
　前記粘着付与樹脂が、粘着付与樹脂生成物流と少なくとも１種のキャリヤーとを、少な
くとも１種の残留モノマーの一部を除去して前記粘着付与樹脂を生成するのに充分な温度
において接触させることを含む方法によって生成される請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１７】
　前記粘着付与樹脂が前記粘着付与樹脂を含む接着剤組成物の湿気輸送速度を著しくは低
下させない請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１８】
　前記粘着付与樹脂が、前記粘着付与樹脂を含まない接着剤組成物に比べて、接着剤組成
物の湿気輸送速度を２５％より多くは低下させない請求項１７に記載の接着剤組成物。
【請求項１９】
　前記接着剤組成物の湿気輸送速度が、粘着付与樹脂を含まない接着剤組成物に比べて同
一であるか又は増加する請求項１７に記載の接着剤組成物。
【請求項２０】
　前記接着剤組成物の湿気輸送速度が２００～３０００の範囲である請求項１７に記載の
接着剤組成物。
【請求項２１】
　前記接着剤組成物の湿気輸送速度が５００～１５００の範囲である請求項２０に記載の
接着剤組成物。
【請求項２２】
　前記粘着付与樹脂の残留モノマー濃度が、粘着付与樹脂の重量に基づき、３００重量ｐ
ｐｍ未満である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項２３】
　前記粘着付与樹脂の残留モノマー濃度が、粘着付与樹脂の重量に基づき、芳香族モノマ
ーが２００ｐｐｍ未満であり且つアクリルモノマーが４００ｐｐｍ未満である請求項２２
に記載の接着剤組成物。
【請求項２４】
　前記粘着付与樹脂の残留モノマー濃度が、粘着付与樹脂の重量に基づき、芳香族モノマ
ーが１００重量ｐｐｍ未満であり且つアクリルモノマーが１５０重量ｐｐｍ未満である請
求項２３に記載の接着剤組成物。
【請求項２５】
　前記粘着付与樹脂が、粘着付与樹脂の重量に基づき、５００重量ｐｐｍ未満の残留溶剤
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濃度を有する請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項２６】
　前記粘着付与樹脂中の芳香族モノマー反復単位の量が、粘着付与樹脂中のモノマー反復
単位の総量に基づき、２０～７０％の範囲である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項２７】
　前記粘着付与樹脂中のアクリレートモノマー反復単位の量が、粘着付与樹脂中のモノマ
ー反復単位の総量に基づき、３０～８０％の範囲である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項２８】
　前記粘着付与樹脂が、室温で液体～１８０℃の範囲のＲ＆Ｂ軟化点を有する請求項１に
記載の接着剤組成物。
【請求項２９】
　前記粘着付与樹脂の酸価が０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇ樹脂の範囲である請求項１に記載
の接着剤組成物。
【請求項３０】
　前記粘着付与樹脂のヒドロキシル価が０～３００の範囲である請求項１に記載の接着剤
組成物。
【請求項３１】
　前記粘着付与樹脂のＭＭＡＰ曇り点が５０℃未満である請求項１に記載の接着剤組成物
。
【請求項３２】
　前記粘着付与樹脂の数平均分子量（Ｍｎ）が１，５００～７，０００ダルトンの範囲で
ある請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３３】
　前記粘着付与樹脂の数平均分子量（Ｍｎ）が２，０００～４，０００ダルトンの範囲で
ある請求項３２に記載の接着剤組成物。
【請求項３４】
　前記粘着付与樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）が２，０００～２５，０００ダルトンの範
囲である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３５】
　前記粘着付与樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）が３，０００～１０，０００の範囲である
請求項３４に記載の接着剤組成物。
【請求項３６】
　前記粘着付与樹脂のｚ－平均分子量（Ｍｚ）が３，０００～７５，０００ダルトンの範
囲である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３７】
　前記粘着付与樹脂のｚ－平均分子量（Ｍｚ）が５，０００～２０，０００の範囲である
請求項３６に記載の接着剤組成物。
【請求項３８】
　前記粘着付与樹脂のガードナーカラーが５未満である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３９】
　少なくとも１種の粘着付与樹脂及び少なくとも１種のアクリルポリマーを含んでなり、
前記粘着付与樹脂が少なくとも１種の芳香族モノマー及び少なくとも１種のアクリルモノ
マーからのモノマー反復単位を含み、前記粘着付与樹脂が低残留モノマー濃度を有し、そ
して前記粘着付与樹脂がスチレン、アクリル酸及びアクリル酸２－エチルヘキシルからの
モノマー反復単位を含む接着剤組成物。
【請求項４０】
　スチレン反復単位の量が、粘着付与樹脂中のモノマー反復単位の総量に基づき、０．１
％～９９．９％の範囲である請求項３９に記載の接着剤組成物。
【請求項４１】
　アクリル酸及びアクリル酸２－エチルヘキシルの量が、粘着付与樹脂中のモノマー反復
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単位の総量に基づき、０．１％～９９．９％の範囲である請求項３９に記載の接着剤組成
物。
【請求項４２】
　スチレン反復単位の量が、粘着付与樹脂中のモノマー反復単位の総量に基づき、２０～
７０％の範囲であり、且つアクリル酸反復単位とアクリル酸２－エチルヘキシル反復単位
との合計量が３０～８０％の範囲である請求項４０に記載の接着剤組成物。
【請求項４３】
　前記粘着付与樹脂が前記粘着付与樹脂を含む接着剤組成物の湿気輸送速度を著しくは低
下させない請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項４４】
　前記粘着付与樹脂が前記粘着付与樹脂を含む接着剤組成物の曇り性を著しくは増加させ
ない請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項４５】
　前記粘着付与樹脂が皮膚感作性を著しくは示さない請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項４６】
　前記粘着付与樹脂が前記粘着付与樹脂を含む接着剤組成物の湿気輸送速度を著しくは低
下させず且つ前記粘着付与樹脂を含む接着剤組成物の曇り性を著しくは増加させない請求
項１に記載の接着剤組成物。
【請求項４７】
　前記粘着付与樹脂が皮膚感作性を著しくは示さない請求項４６に記載の接着剤組成物。
【請求項４８】
　前記アクリルポリマーがホモポリマー、コポリマー及びターポリマーから選ばれる請求
項１に記載の接着剤組成物。
【請求項４９】
　前記アクリルポリマーがアクリル酸メチル、アクリル酸、メタクリル酸、メタクリル酸
メチル、アクリル酸エチル、メタクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸ブチ
ル、アクリル酸イソブチル、メタクリル酸イソブチル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メタク
リル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸エチルヘキシル、メタクリル酸エチルヘキシル、アクリ
ル酸ｎ－ヘプチル、メタクリル酸ｎ－ヘプチル、２－メチルヘプチル（メタ）アクリレー
ト、アクリル酸オクチル、メタクリル酸オクチル、イソオクチル（メタ）アクリレート、
ｎ－ノニル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）ア
クリレート、アクリル酸イソデシル、メタクリル酸イソデシル、ドデシル（メタ）アクリ
レート、イソボルニル（メタ）アクリレート、メタクリル酸ラウリル、アクリル酸ラウリ
ル、アクリル酸トリデシル、メタクリル酸トリデシル、アクリル酸ステアリル、メタクリ
ル酸ステアリル、メタクリル酸グリシジル、クロトン酸アルキル、酢酸ビニル、マレイン
酸ジ－ｎ－ブチル、ジ－オクチルマレエート、メタクリル酸アセトアセトキシエチル、ア
クリル酸アセトアセトキシエチル、メタクリル酸アセトアセトキシプロピル、アクリル酸
アセトアセトキシプロピル、ジアセトンアクリルアミド、アクリルアミド、メタクリルア
ミド、メタクリル酸ヒドロキシエチル、アクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリル酸アリ
ル、メタクリル酸テトラヒドロフルフリル、アクリル酸テトラヒドロフルフリル、メタク
リル酸シクロヘキシル、アクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メタクリ
ル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸２－エトキシエチル、メタクリル酸２－エトキシエチル、
メタクリル酸イソデシル、アクリル酸イソデシル、２－メトキシアクリレート、２－メト
キシメタクリレート、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアクリレート、アクリル酸２
－フェノキシエチル、メタクリル酸２－フェノキシエチル、アクリル酸イソボルニル、メ
タクリル酸イソボルニル、カプロラクトンアクリレート、カプロラクトンメタクリレート
、ポリプロピレングリコールモノアクリレート、ポリプロピレングリコールモノメタクリ
レート、ポリエチレングリコール（４００）アクリレート、ポリプロピレングリコール（
４００）メタクリレート、アクリル酸ベンジル、メタクリル酸ベンジル及びそれらの混合
物からなる群から選ばれる少なくとも１種のアクリレート反復単位を含む請求項４８に記
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載の接着剤組成物。
【請求項５０】
　前記アクリルポリマーが極性共重合性モノマーからのモノマー反復単位を含む請求項４
８に記載の接着剤組成物。
【請求項５１】
　前記極性共重合性モノマーがアクリル酸シアノアルキル、アクリルアミド又は置換アク
リルアミド、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、アクリロニトリル、塩
化ビニル、塩化ビニリデン、フタル酸ジアリル及びそれらの混合物からなる群から選ばれ
る請求項５０に記載の接着剤組成物。
【請求項５２】
　前記アクリルポリマーが、アクリルコポリマー、アクリル化ポリエーテル、アクリル化
ポリエステル系ポリウレタン、メタクリル化ポリエステル及びアクリル化エポキシドから
なる群から選ばれた少なくとも１種である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項５３】
　前記アクリルポリマーが、粘着付与樹脂の重合プロセスの間に開始剤の存在下に、少な
くとも１種のアクリルモノマー又は少なくとも１種のアクリルオリゴマーを反応器ゾーン
に添加して前記粘着付与樹脂及び前記アクリルモノマーを生成することによって生成され
る請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項５４】
　前記アクリルモノマーがアクリル酸メチル、アクリル酸、メタクリル酸、メタクリル酸
メチル、アクリル酸エチル、メタクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸ブチ
ル、アクリル酸イソブチル、メタクリル酸イソブチル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メタク
リル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸エチルヘキシル、メタクリル酸エチルヘキシル、アクリ
ル酸ｎ－ヘプチル、メタクリル酸ｎ－ヘプチル、２－メチルヘプチル（メタ）アクリレー
ト、アクリル酸オクチル、メタクリル酸オクチル、イソオクチル（メタ）アクリレート、
ｎ－ノニル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）ア
クリレート、アクリル酸イソデシル、メタクリル酸イソデシル、ドデシル（メタ）アクリ
レート、イソボルニル（メタ）アクリレート、メタクリル酸ラウリル、アクリル酸ラウリ
ル、アクリル酸トリデシル、メタクリル酸トリデシル、アクリル酸ステアリル、メタクリ
ル酸ステアリル、メタクリル酸グリシジル、クロトン酸アルキル、酢酸ビニル、マレイン
酸ジ－ｎ－ブチル、ジ－オクチルマレエート、メタクリル酸アセトアセトキシエチル、ア
クリル酸アセトアセトキシエチル、メタクリル酸アセトアセトキシプロピル、アクリル酸
アセトアセトキシプロピル、ジアセトンアクリルアミド、アクリルアミド、メタクリルア
ミド、メタクリル酸ヒドロキシエチル、アクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリル酸アリ
ル、メタクリル酸テトラヒドロフルフリル、アクリル酸テトラヒドロフルフリル、メタク
リル酸シクロヘキシル、アクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メタクリ
ル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸２－エトキシエチル、メタクリル酸２－エトキシエチル、
メタクリル酸イソデシル、アクリル酸イソデシル、２－メトキシアクリレート、２－メト
キシメタクリレート、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアクリレート、アクリル酸２
－フェノキシエチル、メタクリル酸２－フェノキシエチル、アクリル酸イソボルニル、メ
タクリル酸イソボルニル、カプロラクトンアクリレート、カプロラクトンメタクリレート
、ポリプロピレングリコールモノアクリレート、ポリプロピレングリコールモノメタクリ
レート、ポリエチレングリコール（４００）アクリレート、ポリプロピレングリコール（
４００）メタクリレート、アクリル酸ベンジル、メタクリル酸ベンジル及びそれらの混合
物からなる群から選ばれた少なくとも１種である請求項５３に記載の接着剤組成物。
【請求項５５】
　前記アクリルオリゴマーが、アクリル酸メチル、アクリル酸、メタクリル酸、メタクリ
ル酸メチル、アクリル酸エチル、メタクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸
ブチル、アクリル酸イソブチル、メタクリル酸イソブチル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メ
タクリル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸エチルヘキシル、メタクリル酸エチルヘキシル、ア
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クリル酸ｎ－ヘプチル、メタクリル酸ｎ－ヘプチル、２－メチルヘプチル（メタ）アクリ
レート、アクリル酸オクチル、メタクリル酸オクチル、イソオクチル（メタ）アクリレー
ト、ｎ－ノニル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ
）アクリレート、アクリル酸イソデシル、メタクリル酸イソデシル、ドデシル（メタ）ア
クリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、メタクリル酸ラウリル、アクリル酸ラ
ウリル、アクリル酸トリデシル、メタクリル酸トリデシル、アクリル酸ステアリル、メタ
クリル酸ステアリル、メタクリル酸グリシジル、クロトン酸アルキル、酢酸ビニル、マレ
イン酸ジ－ｎ－ブチル、ジ－オクチルマレエート、メタクリル酸アセトアセトキシエチル
、アクリル酸アセトアセトキシエチル、メタクリル酸アセトアセトキシプロピル、アクリ
ル酸アセトアセトキシプロピル、ジアセトンアクリルアミド、アクリルアミド、メタクリ
ルアミド、メタクリル酸ヒドロキシエチル、アクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリル酸
アリル、メタクリル酸テトラヒドロフルフリル、アクリル酸テトラヒドロフルフリル、メ
タクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、メタ
クリル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸２－エトキシエチル、メタクリル酸２－エトキシエチ
ル、メタクリル酸イソデシル、アクリル酸イソデシル、２－メトキシアクリレート、２－
メトキシメタクリレート、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアクリレート、アクリル
酸２－フェノキシエチル、メタクリル酸２－フェノキシエチル、アクリル酸イソボルニル
、メタクリル酸イソボルニル、カプロラクトンアクリレート、カプロラクトンメタクリレ
ート、ポリプロピレングリコールモノアクリレート、ポリプロピレングリコールモノメタ
クリレート、ポリエチレングリコール（４００）アクリレート、ポリプロピレングリコー
ル（４００）メタクリレート、アクリル酸ベンジル、メタクリル酸ベンジル及びそれらの
混合物からなる群から選ばれた少なくとも１種のアクリルモノマーからの反復単位を含む
請求項５３に記載の接着剤組成物。
【請求項５６】
　前記粘着付与樹脂の量が接着剤組成物の重量に基づき０．１～５０重量％の範囲である
請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項５７】
　前記粘着付与樹脂の量が、接着剤組成物の重量に基づき、０．１重量％～２５重量％の
範囲である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項５８】
　少なくとも１種の粘着付与樹脂及び少なくとも１種のアクリルポリマーを供給すること
を含んでなり、前記粘着付与樹脂が少なくとも１種の芳香族モノマー及び少なくとも１種
のアクリレートモノマーからのモノマー単位を含み、前記粘着付与樹脂が低残留モノマー
濃度を有し、そして前記粘着付与樹脂の残留モノマー濃度が前記粘着付与樹脂の重量当り
６００重量ｐｐｍ未満である接着剤組成物の製造方法。
【請求項５９】
　前記接着剤組成物と少なくとも１種の基材とを接触させて物品を生成することを更に含
む請求項５８に記載の方法。
【請求項６０】
　前記基材がポリエチレンテレフタレート、二軸延伸ポリプロピレン、織布、不織布、金
属、金属箔、紙、ガラス、セラミック及び１種又はそれ以上のこれらの材料の積層品を含
んでなる複合材料からなる群から選ばれる請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
　請求項５９に記載の方法によって製造された接着剤組成物。
【請求項６２】
　少なくとも１種の粘着付与樹脂及び少なくとも１種のアクリルポリマーから本質的にな
る接着剤組成物であって、前記粘着付与樹脂が少なくとも１種の芳香族モノマー及び少な
くとも１種のアクリルモノマーからのモノマー反復単位から本質的になり、前記粘着付与
樹脂が低残留モノマー濃度を有し、そして前記粘着付与樹脂の残留モノマー濃度が前記粘
着付与樹脂の重量当り６００重量ｐｐｍ未満である接着剤組成物。
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【請求項６３】
　前記芳香族モノマーがスチレンである請求項６２に記載の接着剤組成物。
【請求項６４】
　少なくとも１種の粘着付与樹脂及び少なくとも１種のアクリルポリマーから本質的にな
る接着剤組成物であって、前記粘着付与樹脂が少なくとも１種の芳香族モノマー及び少な
くとも１種のアクリルモノマーからのモノマー反復単位から本質的になり、前記芳香族モ
ノマーがスチレンであり、そして前記アクリルモノマーがアクリル酸２－エチルヘキシル
及びアクリル酸である接着剤組成物。
【請求項６５】
　請求項１に記載の接着剤組成物を含んでなる物品。
【請求項６６】
　少なくとも１種の粘着付与樹脂及び少なくとも１種のアクリルポリマーを含んでなり、
前記粘着付与樹脂が少なくとも１種の芳香族モノマー並びに１－アリルオキシ－２－ヒド
ロキシプロピルスルホン酸ナトリウム及びアクリロニトリルからなる群から選ばれた少な
くとも１種の他のモノマーからのモノマー反復単位を含み、前記粘着付与樹脂が前記粘着
付与樹脂の重量当り６００重量ｐｐｍ未満の残留モノマー濃度を有する接着剤組成物。
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